













上 西 幸 代
【要 旨】
子 どもの自立に対する母親の意識について、面接調査での事例 をもとに考察 を行 った。 まず、乳
児期 から成人期 までの親子関係の発達を、子 どもの側からと親の側からの2つの視点から概観 し、親
と子それぞれが子 どもの 自立 をどの ように経験するのかについて考察 した。面接調査 の結果からは、
母親が子 どもの自立を認識 し始める時期や、子 どもが 自立 しているか否かを判断す る基準 を抽出 し
た。また、母親が子 どもの自立を感 じた際に寂 しさや空虚感 を体験 したかについても、事例 を紹介
しながらまとめた。これ らの結果か ら、多 くの母親は、子 どもの自立が比較的長い時間をかけて行
われるものであると認識 していることが推測 された。 また、子 どもの自立に際 して寂 しさや空虚感
を抱 いた母親 も見 られたが、その寂 しさや空虚感が長期 間にわたって継続することは少 な く、子育
て終了後 自分 自身の時間を楽 しめるようになってい く様子が伺 われた。
1.は じめ に
子 どもが青年期を迎え、親か らの分離を成 し遂げようとするとき、親 もまた子 どもか らの
分離 を果たさねばならず、家族のあ り方 も変化 してい く。近年、親離れ ・子離れの困難 さが
指摘 されることが多いが、子 どもの 自立は、子どもにとっても親 にとっても大 きな変化の経
験であると考えられる。いったい母親は子 どもの自立 をどの ように受け止め、 どのようにこ
の親子関係 ・家族関係の変革を乗 り切 ってい くのだろうか。筆者が行った面接調査か ら、母
親の生の姿を浮 き彫 りにしてみたい。
2.母子関係の発達について
まず、これまでの親子関係が どの ようなものであったかをふまえるために、子 どもが乳幼
児期から成人期 にいたるまでの母子関係の様相を発達的に述べ、子 どもの自立がどの ように
経験 されるのかについて考察する。
1)子どもの側から
人間の子 どもが生まれて生きてい くためには、母親に代表 される養育者(以 下、母親 また
は親と記述)の 存在が不可欠であるが、一見無力に思われる乳児 も、母親に対 しては泣 く・
ほほえむ ・見つめるなど様々な働 きかけを行 っている。親が これ らの信号を受け取 り働 きか
えしていくことにより、親子の間には特別な相互的 ・情緒的つなが り(愛着attachment)が
形成 される。このようにして形成 された親子の心の絆 は、人間に対す る基本的信頼の源泉 と
な り、安定 したパーソナリティを形成 してい くもととなる。
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歩行や会話が可能になると、幼児は母親から独立 した存在 として周囲の世界を活発 に探索
し始める。市橋(1983)は、「分離個体化期は、母親から離れるという一つの危険ではある
が、一方一人で移動 した り、活動 した りする喜びと満足を見いだす時期」であると述べ てい
る。 しか し、この時期の子 どもは、実際に母親が側 にいなければ不安 になることが多 く、
Swigart(1991)も「マーラーによれば、初めて自律 という甘い果実をかじって しまった幼児
も、 まだr燃 料補給』はして もらわなければならない 言い換えれば、幼児が世界 を探検
した後、走って戻 る場所 として、ケアの与え手にはそこにいてもらわなければならない」 と
指摘 している。 このように、幼児期の子どもは、母親を基地 として外の世界の探索 を押 し進
めてい く。
小学生にあたる児童期は、親子関係 も比較的安定 してお り、関係 も相互交渉的なものにな
る。友達 ・教師といった新たな対人関係が生 まれ、子 どもに対する親の影響力が弱 まってい
く。子どもが親に援助 を求めるのは 「必要が生 じたときだけ」(久世1994)になるが、親子
関係は依然子 どもの心の拠 り所 として存続 し続ける。 しか し、岡堂(1984)は「自らのつ ら
さを察 してくれない親 との関係は、次第に疎遠 となり、心理的 には早す ぎる親離れが始まる
ことになるであろう」と指摘 している。
10代のはじめになると、子 ども達は心理的にも身体的に も様 々な変化を急速に体験する。
「彼 らの社会的役割は新 しい形の上 に築かれ、子 ども時代 にもっていた自己感は、彼 らの新
しい外見や、異性 に対する新 しい感情に、 もはや合致 しな く」(Thoumas1979)なってい
く。 自分に対する関心の高まりとともに、両親 との強い情緒的な融合関係 に抵抗を感 じ、今
まで依存 していた両親からの独立 を試みる。その代表的な試みの一つが秘密を持つことであ
る。思春期になると子 どもは親に対 して秘密 を持 ち始め、その ことによって 「親 とは違う存
在である自分」 を意識 し始める。 また、仲間や友達が心の中の重要な位置を占めるようにな
り、親よりも友達 といることを好むようになる。齋藤(1989)は、この時期の子 ども達は自
分の部屋や机に鍵 をかけ、秘密を知られることに強い恥 と怒 りを感 じ、何気ない親の世話を
自分の世界への侵入 として受け取 った り、親のコントロールにきわめて過敏に反応 しがちに
なると述べている。菅(1994)は、こういった親に対する 「怒 りやいらだちがエネルギーと
なって、親からの分離が成 し遂げ られるといっても過言ではないであろ う」 と述べ、「思春
期の親に対する反抗は、子として自立 してゆ くための、不可避的な修羅場である」 と語って
いる。ところが、両親からの離脱は両親 との一体感を失 うということであ り、心身の変化に
対す る不安や、大人 と子 どもの間という社会的地位の不安定 さも手伝って、一時的に孤独感
や悲哀感を感 じやす くなる。青年達は不安定な自分を支えるために母親 に甘えたい、依存 し
たいという気持 ちを強 く持つ ようになり、親への感情は非常にアンビヴァレントなもの とな
ってい く。 しか し、村瀬(1983)はジョセルソンの言葉を引用して 「青年は一方で両親から
距離 を置 くようにと変わってい くが、これとある程度平行 して、この喪失を補 うべ く新たな
結びつ きを作っていこうとする努力を行 う」 と述べている。一般的に、青年は、徐 々に理想
化や同一視の対象 を同性の友人へ移し(浴野1994)、異性への関わ りへ と進んでい く。
高校生以降になると、青年はより客観的 ・自覚的になり、両親の欠点には依然厳 しい批判
を浴 びせながらも 「同時に両親の生育史や現在の環境 などにも目を注ぎ、同情や共感 もでき
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るようになる」(西平1990)という。村瀬(1983)も「親 を否定する時期 を経て、再び新
しい目で親を肯定化 し、親の立場への理解 ・洞察が生 まれる」 と述べている。
このような親か らの自立の過程 は心理的離乳 と呼ばれてお り、「幼児期 につ ぐ第二の分離
一個体化期 としての意義を持 っている」 と指摘 される(馬 場1987)。 しか しながら、現状
では、 まだ親の家に住み、経済的には親に依存 している者が多い。近年では、親への反抗よ





から離れて新たな家族システムを作 り上げてい く。子どもは良 くも悪 くも親 を成人のモデル
としてとらえ、自分 自身の生 き方を模索 してい くと考えられ、親子関係 も大人どうしの相互
に助け合い、尊重 しあう関係になってい く。
2)母親の側か ら
母親は自分のか らだの一部分であった子どもに、分娩後初めて分離 した個 と個 として出会
う(武 内1994)。生 まれたばか りの子 どもは、母親が授乳 ・食事の世話などのケアをしな
くてはならない。母親はそうした関係 を通 して乳飲み子に同一化 し、一体感 を覚え、かつて
自分自身の母親 と共有 した排他的な愛情を再体験することがで きる。玉谷(1985)は、「完
全 に自分 を必要 として くれる存在が 目前 にいるということ、可愛いという全 く肉体的ともい
える喜びは、子 を持つ以外」あ まり得 られないであろうと述べている。 しか し、「子育ては





子どもがハイハ イやヨチヨチ歩 きができるようになると、親が子 どもの行動 をみて一喜一
憂することも多 くなる。芹川(1984)は「何にでも手を伸ば し、それを手に入れ ようとして
近づいていこうとする子 どもの姿は、親にとっても喜ばしい ものに相違ない」 と述べている。
さらに歩行や会話が可能になると、子 どもは周 りの世界 を自由に探索 しはじめる。 自己主張
が強 くな り、危険から守ろうとして子 どもの行動 を制止 した り、身辺自立へ向けてしつけを
行おうとする母親 と衝突 し、母親に反抗的な態度 をとる一方で、幼児 はす ぐまた母親を求め
母親が側 にいることを要求する。 しかし、幼児が5～6歳になると、母親は子 どもを危険か ら
守ってやるために始終気を配っていな くともよくなり、母親の役割も 「子 どもたちが新 しく
獲得 してい く精神や運動面でのスキルをひそかに見て喜ぶといった、より間接 的なものへ と
変化」(Swigartl991)してい く。
小学校 に上がる頃になると子 どもも扱 いやす くなり、自分のことはある程度自分でで きる
ようになるため、親はあれこれ手や口を出して干渉 しな くて もよくなり、多 くの点で楽にな
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る。ほとん どの親は、わが子の成長を喜び、誇 らしさや安堵 ・達成感のようなものを感 じ、
子 ども以外のことに使える自由な時間を楽 しむこともで きるようになる。子どもが小学校へ
入学したことによって、新たに教師が子育てに加わ り、一般に親の関心 も子 どもの成績や学
校での子どもの様子に移 ってい く。この時期の親は 「子 どもがどの程度の親密 さや保護 を求
めているか よ り、 どの程度 の距離 やr空 間』 を必要 としているか に気 を配 るよ うに」
(Swigart1991)なると考えられる。
思春期頃になると、子 どもは外の世界に関心を持ち始め親 を避けた り、無愛想になった り、
親 とよりも友達 とのつ きあいを優先 したりし始める。斉藤(1991)は、思春期になると 「親
子の問に長期 にわたって定着 している 『一定のつきあいパ ターン』、双方の 『呼吸』が急激
に崩 される」 と述べ ている。母親は、「この 『密着』 した関係から 『分離』 した関係への変
化」(東山1992)を、「子 どもにせ まられてやむなく受 けとめていかなければならい」(東
山1992)といえる。一般的に子 どもが 自立 して く様子は、親にとって喜:ばしいことである
と同時に、淋 しくもまた悲 しくもあることが多 く、なかには子 どもの愛着や依存 を失うこと
を耐え難 く感 じる母親 もみられる。子どもの親離れや結婚は母 としての 「世話する」役割の
終了を意味 している といえる(東 山1992)。岡本(1994)は、子 どもの自立 による母親役
割の喪失感、「空の巣」の状況に対する不安定感が大きいと、台所症候群(台 所 に立つ とめ
まいや吐 き気、頭痛 などがお こり、炊事が手に着かな くなるもの)、アルコール依存症、空
虚感 ・無力感 ・抑欝感の ような不定愁訴などの背景になると述べている。東山(1992)や齋
藤(1991)もまた、幼児的親子関係へのしがみつきや 「親離れ」徴候への過剰な感情反応、
さらには"見 捨てられ"か"見 捨て"か といったきわどい修復困難な関係 などが出現するこ
とがあると指摘 している。 しか し、子離れは自分の存在意味を問い、これまで とは質的に異
なった配偶者や子 どもとの 「関係」 と 「距離」を構築 し、新たな可能性 を実現する機会でも
ある(東 山1992)。子 どもの 自立にあたって喪失感や自分の人生の課題 に直面する親 も確
かにいるが、逆に新 しい可能性 を発見 して、それを磨 き始め る者も少 なくない。「親子関係
における種々のズレや葛藤、相互疎外 も、青年期の後期には再び安定化し、新 しい次元での
相互依存的な」(斉藤1991)対等 な大人 どうしの親密な関係が続いてい くようになってい
く。
子 ども達が青年期に達すると、やがて就職 ・結婚 を迎え自立 をなしとげてい く。親 と子 と
いう縦の関係は依然 として変わらないが、親が子 どもに助けられることも増え、両者の力の
バ ランスは対等なものへ と変化する。子 どもが家か ら出ると、家族は夫 と2人だけになるこ
とが多いが、子 どもとはその後 も交流が保たれることが多い。特に娘 とは出産などを契機 に
関係が深 まることもあ り、孫が誕生すると母親は新たに祖母 としての役割が求められるよう
になる。無籐 ら(1997)の面接調査 によると、職業 を持つ娘のライフスタイルが 「実母の絶




子 どもの自立に対する母親の意識 についての手がか りを得 るため、以下のような面接調査
を行った。
1)目的
子 どもの自立に伴 う母親役割の縮小 または終了が母親 に与える影響に注 目しながら、母親
が子 どもの自立に対 してどの ように感 じているかを考察する。
2)対象者の構成
子 どもが全員就職(た だし、就職後辞職 したものを含む)ま たは結婚 している42～59歳の
母親22名(平均年齢52.7歳:A～Vさんとする)。対象者 をこのように限定 したのは、就職
によって子 どもは経済的自立 をほぼ成 し遂げてお り、結婚に至っては、配偶者の存在 によっ
て親子関係よりもある意味で密接な関係が結ばれたと考 えられるため、子 どもの 自立 を感 じ





半構造面接 を実施 した。面接時間は30～120分、場所は対象者宅 ・筆者宅 ・喫茶店などを





それぞれの子どもが今現在 自立 していると感 じるかを尋ね、同時に子どもが自立 し始めた
と感 じた時期、さらに自立が完了 したと感 じる子 どもについては自立 し終わったと認識 した
時期を確認 した。
(3)子どもの自立に際し、寂 しさや空虚感 を体験 したか、について
「子 どもの自立 を感 じて、寂 しく思 ったり空虚感を感 じた りしたことがあ りましたか」 と
質問 し、「寂 しかった」 と答えた人については、「空虚な感 じもしましたか」 と追加 して尋 ね
た。
4.結果 と考察
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対象者である母親22名、その子 ども54名のうち、すべ ての母親が53名の子 どもに対 して
「自立 し始めている」「自立の過程 にある」 と感 じていた。 しか し、「自立 し終わって完全 に
大人 として一人前 になった」 と感 じているのは、9名の母親が12名の子 どもに対 してのみで
あった。
今 回の調査では、母親に完全 に自立 していると認識 されている子どもは全体の1/4以下 と
かな り少数であった。 しか し、ここか らだけでは子 どもの自立の時期が遅いのか、母親が子
どもが自立 したと判断する時期が遅いのかは明らかではない。中には、『客観的には自立 し
ていると思うけど認めた くない』(Aさん〉、『上の子(長 男)は もうずっと自立 しないよう
な…親の気持ちとしてはね』(Bさん)と いう意見 もあ り、子 どもの自立を素直に認めた く
ないという母親の心情 も報告 された。
②子 どもの自立を感 じたとき
「いつ子 どもが 自立 し始めたと感 じたか」 という問いに対する答 えをまとめ ると、図1、
図2の ようになった。全体的に見 ると16～22歳に集中しているが、 これは子 どもが高校 ・大
学に通う年齢である。特に大学に通 う年齢に相当する19～22歳が最 も多 くなっている。
子 どもの自立 を感 じた時期を子 どもの性別で分けてみると、男女でずれがみられた。娘の
場合は、ほぼ19～22歳に自立を感 じる時期が集中しているが、息子の場合にはかなりばらつ
きが見られた。息子が 自立 し始めたと感 じる時期は娘 よりも早いことが多いが、反対にかな













図1子 どもの自立を感じ始めたとき 図2子 どもの自立を感じ始めたとき(男女別)
③ 自立 しているかどうかの判断基準
表1は、「子どもの どうい う面 を見て自立 し始めた、またはもうこれで自立 したと感 じたか」、
あるいは 「子 どもが どのようになればもう自立 した と思 うか」、「なぜ子 どもがまだ自立 して




自律性 経済的 別 居 結 婚 しっか り 対 等
人 .数 B 9 7 5 3 3
(単位:人 ・)
子どもが自立 していると判断す る基準 として、「子どもが主体的に責任を持 って、自分の
歩む道を選択 し生 きているか」 という自立の自律性 をあげた人が13名と最 も多かった。具体
的な発言としては、次の ようなものが挙げられる。
『(自立を感 じたのは)自 分で就職 を決めだしたときかな』(Bさん)




『精神的には個っていうのを持 ったときがそう(自 立を感 じた時)や ね』(Pさん)
ここで、自律性 につながる もの として、「しっか りしている」 というような全体的なイメ
ージをあげたもの も3名みられた。 また、「子どもに教 えられることもある」 といった子 ども
との対等な、あるいは逆転 した関係 を挙げた者 も3名あった。
『ぱっと一人になっても、 うちの子は一人で生 きていけるやろうっていうぐらいには思っ
てる」(Aさん)
『主人をな くしてか らしっか りしてきた。勤めてか らぐっと変わってきた。だんだん私が
頼 るところもあるし、教えられるところ も多いし。やっぱ り若い人の意見っていうのも参
考になるしね』(Eさん)
『困ったときとか主人 とは違った助言 をしてくれるし』(Dさん)
『今は女 どうしの(対 等な)つ きあいをしています』(Gさん)
また、自立の経済的側面 をあげた人 も多 く、9名み られた。具体的には次のように語 られ
た。
『一応就職 したときに、自分でねえ、賃金を稼 ぐという意味では、ある程度自立 してきた
やろうねえ』(1さん)
『(自立 したのは)勤 め出 して給料がやっと一人前 もらって きた頃かな』(Qさん)
しか し、い くらお金を稼いでいても、アルバ イトをしている子 どもは充分 自立 していない
と答 える人が2名み られ、経済的自立の条件 とは、定職 を持ち、今現在だけでな く将来の生
活の安定を得 ることであるといえる。
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『離れて生活してるから。親 と離れて苦労 してるから(も う自立 している)』(Sさん)
『まだ、結婚 してないから、家 にいてた ら駄 目やねえ。まだ、お互いに頼ってるわねえ。
持ちつ持たれつの関係や と思 うわ』(Jさん)
『やっぱ りお嫁 さんもらって、結婚 して、 もう私 らが世話 しなくて もいい ようになった ら
完全に自立 したと思 うけど、それまでの問はまだ、ねえ』(Tさん)
以上か ら、子どもの自立 を判断する基準 として、第1にあげられているのが 自律性、つま
り精神的自立の側面であり、その他、経済的な自立、別居、結婚が重視 されていることが推
測された。
2)子 どもの自立 を感 じた時の母親の気持ち
先程 も述べた とお り、「自分の子 どもが全員 自立 し始めていると感 じているか」 という点
に注目したところ、一人の母親をのぞいてほぼ全ての対象者が子 ども全員の自立 を感 じてい
た。次に、「子 どもの成長や自立に際 して寂 しい と感 じたかどうか」 とい う点について分け
たところ、10名が寂 しさを感 じた と答 え、11名が 「寂 しくはなかった」「平気だった」また
は 「うれ しかった」 と答 えた。 さらに、「寂 しいと感 じた対象者 を子 どもの 自立によって空
虚感を感 じたか」 どうかで分けたところ、5名が空虚感を感 じたと報告 し、5名は寂 しいとは
思ったが空虚感を感 じるまでには至 らなかったと答 えた(図3参照)。今回の調査では、「寂
しさは感 じなかったが空虚感を感 じた」 と答えた人はみ られなかった。
つまり、全体の約1/2が子 どもの 自立に際 して寂 しさを感 じ、さらにそのうちの1/2、全体
からすると約1/4が空虚感 を感 じたと回答 したことになる(図3参照)。?
子 どもの自立 を感 じている(21名)一
寂 しさを感 じた(10名)





寂 しさや空虚感 を感 じた実際の例 としては、次の ようなものがあげられる。
『子 どもがあんま り愛想 をしな くなる時期ってあるで しょう、やっぱ り男の子やし、ちょ
っ と親離れ していったって感 じかな。(略)華 やかさもないしね、男の子やか らね。帰 っ
てきた らす ぐ自分の部屋 に入って、あんまり手が(か から)な くなるでしょ』(Bさん)
子 どもが反抗期を迎 え 「子 どもがついてこな くて寂 しかった」 と述べた例 は上記を含めて
4例あったが、それ らはちょうど中学生あた りの年齢の息子に対 してであった。反対に娘の
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方は母親 との関係が保たれることが以下の例か ら推測で きる。
『子 どももそれぞれ大 きくなって きて対等 にものが しゃべれるようになった りす るで し
ょ?楽 しいもんねえ。やっぱ り色んなところに行った りとか、だんだん話が合 うようにな
ったし、同性だし、その部分でもやっぱ り楽 しかったし…』(Aさん)
このことは、娘は思春期 に入るとよ り母親を求める時期があるのに比べ、男子の場合は
「急 に無口にな り、「べつに』『関係ない』 などと不機嫌をよそおい、 とりつ く島もない」 と
いう東山(1992)の指摘に似ている。 また、1)の②で述べた息子の自立 を感 じる時期が娘
の自立を感 じる時期 よりも早いことの理由の一つになっているのではないかと考えられる。
先述の4例以外 に寂 しさを感 じたと答えた3例は、 ともに就職や大学卒業 に伴 う子 どもの自
立や子 どもの交友関係のひろが りに対 してであった。
『(今は)子 どもは私を見捨ててるで しょ?最近、それがむなしい、ものすごく(笑)。(略)
毎 日子 どもが帰 って くるのが遅かった りとかお友達 とどこかに行 ったりして一人だけにな
るときがあるんやわ。(そういうときは)や っぱり寂 しいんやわ…子 どもが社会に出てい
っぺんに寂 しくなったなあ…(略)そ れで奈落のそこにス トーンと落とされて…」(Aさ
ん)
『子 どもがお嫁に長いこと行 かない方いい。(身勝手なことは十分わかっているが)で きる
だけ遅 くに(お嫁 に)行 って欲 しいと頼んでる。なるべ く一緒 にいたい。私が産んだ子な
のにどうしてよそへ(お 嫁に)行 かなあかんのって(笑)。(略)ボーイフレン ドが来ると




しか し、以下のように、子 どもの 自立 に際 して感 じた寂 しさや空虚感 も時間が経てぼやわ
らいでい くことが多いように思われる。
『やっぱ り結婚の時は一週間ほどだけや ったけどね、寂 しかった。後はもう、ち ょこち ょ
こ来 るしね。(略)ち ょっとの間だけ寂 しかったね。いつ もいるのが(い ない と)ね 。』
(Fさん)
r一番上の子がね、就職 し(て寮 に入っ)た ときは寂 しいと思った。(略)泣けてきたとき
もあったわ。すごい寂 しいと思ったけ ど、行 ってしまったら 「ああ、今度は一人減ってほ
っとした」 って言って。すごい楽になったけ どね。(略)1年 もたったら楽でいいわと思
うようになった(笑)』(1さん)
「次男が結婚 したときはすごく寂 しかった。(略)無力感っていうか、寂 しかった。で も続
いたのは3ヶ月 ぐらい。次男夫婦 といい関係が とれたか らね。 さっぱりしてはいるんだけ
ど、いい関係でね、いられるということがわかったか ら』(Mさん)
寂 しさについては、以下のように語る人も見 られた。
「やっぱり(子 どもが遠方に)行 ったときはものすごく寂 しかった。(でも、そこへ)行 っ
て、これから色んなことをするってい うことだから、その寂 しさは子 どもと離れるってい
う寂 しさであって、むな しい寂 しさではないよね。離れる寂 しさであって、期待のある…
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「ああ、これか らあの子はどんな風にしてい くのかな」っていうね』(Uさん)
このように、多 くの母親が深刻 な空虚感 を長期的に感 じることな く子どもの自立を経験 し
ていたことは、子離れの困難 さが強調 されやすい今 日にとって、注 目に値することであると
思われる。考えてみれば、子 どもの自立は、自立 し始めたと感 じられてか ら完全に自立 した
と感 じるまで、かなり長い期間かけて認識 されるものである。母親はいつかそうい う時期が
くると予測 し、心の準備を し、そのプロセスの中で徐々に適応 してい くことが可能である。
母親は自立 した子どもをみて一抹の寂 しさを感 じなが らも、その成長を喜び、子どもの未来
を楽 しみにす ることができる。特 に自立後 も子 どもと新 しい関係を保つことがで きる場合に
は、母親達は自分自身のための時間が増えることをむ しろ歓迎 しているようである。以下に
そのい くつかの例 を紹介する。
『(充実感が増 したのは)ち ょっと子 どもに手が離れてきて自分のことに時間が使えるよう
になったか ら。お金 も時間 も自分のために使 えるようになったからやね」(Fさん)
『その時分(子 どもが成長 した頃)に お友達がた くさんで きたか らね。子 どもはもう子 ど
もっていう感 じで、私は もうお友達 とどんどん遊びに行 くようにしてるしね。自分でそう
いう風 に調節 してるのかもわか らないけど』(Lさん)
また、子 どもの結婚によって嫁や孫ができ、今 までの親子関係を新 しい人々 との間で再現
してい くことができるようになる人も見 られた。
『今はなんかね、子 ども=孫 っていう感 じになってるんです よ。なんか自分の子 どもみた
いな気が してね、毎 日見てるとね』(Bさん)
5.ま とめ
今回の調査では、子 どもの 自立の認識について、母親に完全に自立 していると認識 されて
いる子 どもは全体の1/4以下と少数であった。これには、東山が指摘す るような親離れ ・子
離れの難 しさが反映 されているとも考えられるが、子 どもを評価する母親の厳 しい視線 も感
じられ、中には子どもの自立 を感 じながらもそれを素直に受け取 りたくないという母親の姿
も見られた。
先行研究(齋 藤1989、1991/東山1992)にもあるように、親子関係の変化は特に中学
生 ぐらいの息子 に対 して、「愛想がな くなった」「反抗期」「帰ってきてもす ぐに部屋に閉 じ
こもってしまう」 といった形で認識 されることが多いようである。母親はこの とき少なか ら
ず寂 しさを経験する。一方で娘 とは親密な個対個の関係が生まれ、その関係 を楽 しむことが
で きるようになるようである。 しか し、実際に母親が子 どもが自立 し出 したと感 じるのは、
もっと子どもが成長 して 「まだまだ子 どもだと思っていたのに結構 自分でやっている」「親
とは違 う意見を持ち出 した」 とい うことを発見 したり、就職に伴 う経済的自立の達成、ある
いは子 どもの自立が結婚、別居 といった目に見える形で表れてか らであるようである。
子 どもの自立に際 して、約半数の母親が寂 しさを感 じた と答 えたが、一般的に、母親達は
寂 しさを感 じつつも、それほど大 きく動揺 した りすることなく次の親子関係に移行で きる場
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合 が多 い よ うであ る。 しか し、 その中 に も一時的 にせ よ、長期 的 にせ よ、Aさ んの よ うに非
常 に寂 しい といった思い を抱 く人 もある こ とを忘 れ てはな らない。
6.今後 の展望
以上、面接調査の事例を紹介 しながら、子 どもの自立に対する母親の意識について考察を
行った。子 どもの自立は、親と子それぞれのライフサイクルにおいて大 きな意味 を持つ出来
事であ り、臨床実践においても自立 と依存 をめ ぐる力動は面接の鍵を握 る重要な視点 とな り
うるように思われる。今後は更に、子どもの成長に伴 う親子関係の変化が親 と子それぞれに
よってどの ように体験 されるのか、それぞれの人生においてどのような意味を持 っているの
かなどについて考察 を深めていきたい。
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AStudyofMothers'Recognition
oftheil・Cllildren'sIndependence
YukiyoUENISH[
Thispaperisaboutmothers'recognitionoftheirchildrenlshldependence.First,therelation-
shipbetweenmothersandchildrenisexplainedfromch孟ldrenandmotherslpointsofview.Second,
throughtheinterviewwithmothers,theauthershowswhenandwhymothersrecognizethattheirchi1-
drencometobeindependent.Inaddition,itisalsoexaminedwhethermothers艶ellonelyandempty
atIhetimewhentheirchildrenbegintobeindependent.Inshort,mothersfbehhatitrequirestimefbr
`
childrentobecomeindependentcompletely.Thoughsomeofthemothersexperiencelonelinessand
empt童nessbecauseoftheirchildren'sindependence,thenegativefbelingusuallydoesnotlastlongand
mαherscanenjoythe孟rlifewithfbelingofrelie£
